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乗務労働の効率化に対し、明け業務の
。疲労軽減と睡眠時間の拡大を求める

１１月２１日、名古屋地本は「申４号」３月ダイヤ改正に伴う改善要求を求め、会社と

業務委員会を開催しました。リニア建設のために様々な効率化と経費節約を追求する会社

に対し、現場で働く社員の肉体的・精神的疲労に配慮した労働環境を求め会社に改善を要

求しました。

【会社回答】

基 本 要 求

１．勤務明けの終了時間は午前中とすること。

回答：その様な考えはない。

２．睡眠時間を６時間以上とすること。

回答：その様な考えはない。

３．拘束時間は２４時間以内とすること。

回答：その様な考えはない。

４．ＡＴＳ要注意駅の地上子を増設すること。

回答：適宜適切に対応している。

５．停止位置不良が後を絶たない。２・６両標を撤去し４・８・○標と標準化すること。

回答：その様な考えはない。

６．関西線の３両・５両編成の解消と停止目標３両標をなくして２両標または４両標にす

ること。

回答：その様な考えはない。

７．関西線、異常時に６両編成で運転されることがあるので、車掌用の６両フロアサイン

を整備すること。

回答：その様な考えはない。

８．名古屋駅から名古屋車両区への徒歩時間が少ないので到着点呼がぎりぎりになること

あるので徒歩時間を１０分増やすこと。

回答：必要な時間は確保している。

９．列車の折り返し時間を１５分以上確保すること。

回答：必要な時間は確保している。

．２時間以上の待ち時間が発生する訓練は止めること。10
回答：その様な考えはない。

．泊行路の出勤時間は１０時以降の出勤時間とすること。11
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回答：その様な考えはない。

．訓練時間は２時間以内とすること。12
回答：その様な考えはない。

名古屋運輸区 運転士

１．Ｂ１８ＷＦ ２５１５Ｆ笠寺駅下り場内の開通待ちで毎日、３分程度の遅れが発生し

ているのでダイヤを見直すこと。

回答：その様な考えはない。

２．Ｂ３１Ｗ ２３１１ＧはＩＣカード利用が多いので車掌乗務のツーマン列車に変更す

ること。

回答：現行の通りとする。

３．３５Ｗ １３０７Ｇ～１３１４Ｍ折り返し時間５分なので亀山で段落としするなどし

て十分な折り返し時間を確保すること。

回答：必要な時間は確保している。

４．３６Ｗ １１９Ｆ豊橋から岐阜まで２時間２２分の連続乗務を解消すること。

回答：現行の通りとする。

５．Ｂ４２ＳＨ ３１１５Ｇ運転整備入換 入１－２区への通路が工事のため狭く足場が

。 。悪くなっている 通路の整備またはホームから神戸方引き上げ線への便乗とされたい

回答：その様な考えはない。

６．Ｂ４１ＳＨ 便５１２２Ｆ前頭客室便乗指定を所定の後部客室として、豊橋で電話乗

り継ぎとすること （土休日、夕方で前頭客室は大変混雑しているため）。

回答：現行の通りとする。

名古屋運輸区 車掌

１．Ｃ１０２ＳＨ ３１７６Ｆ～３１９９Ｆは８両である。昼間の８両は見直すこと。

折り返し時間が５分と短いので改善すること。

回答：現行の通りとする。

２．Ｃ１１１ＷＦ ２７０９Ｆ大垣～関ヶ原を止めること。

回答：現行の通りとする。

３．Ｃ１１１ＳＨ ５７０９Ｆ大垣～関ヶ原を止めること。

回答：現行の通りとする。

４．Ｃ１２２ＷＦ １５５８Ｄ～５７３Ｄ名古屋～武豊、２往復を止めること。

回答：現行の通りとする。

５．Ｃ１２２ＳＨ ４５５２Ｄ～３５６５Ｄ名古屋～武豊、２往復を見直すること。

回答：現行の通りとする。

６．Ｃ１４７ＷＦ ２１０３Ｆ～２５０６Ｆは８両編成で折り返し時間が５分と短いので

見直すこと。

回答：必要な時間は確保している。

７．Ｃ１５３ＷＨ １２０１Ｆ～１２１０Ｆ大垣～美濃赤坂の６往復を改善すること。

回答：現行の通りとする。
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８．Ｃ１３１ＷＦＳＨ、Ｃ１３２ＦＳ、Ｃ１３４ＷＨ、Ｃ１３５ＷＦＳＨ、Ｃ１３７ＷＦ

ＳＨは拘束時間が２４時間を超えるので見直すこと。

回答：現行の通りとする。

大垣運輸区 運転士

１．Ｂ５４ＷＦＳＨ １０２Ｆと３１０２Ｆ名古屋駅での下り１番線出区担当の下回り点

検時、隣接する東海道下り中線を貨物列車が３本通過するので触車事故の危険性があ

るので下回り点検を省略すること。

回答：現行の通りとする。

２．Ｂ６６Ｗ・Ｈ 豊橋駅２７０４Ｆ着から２３１１Ｆまでの乗り継ぎ時間が少ないので

２７０４Ｆが遅れるとトイレに行く時間がないので一段落としをして時間を確保する

こと。

回答：現行の通りとする。

３．Ｂ６６Ｗ、Ｂ７１Ｗ、Ｂ７６Ｗ、Ｂ８１Ｗ、Ｂ９６Ｗは拘束時間が２４時間を超える

ので改善すること。

回答：現行の通りとする。

４．以下の日勤行路は拘束時間１０時間を超えるので改善すること。

Ｂ５２ＷＦ、Ｂ６２ＷＦ、Ｂ７２ＷＦ、Ｂ８６ＷＦ

回答：現行の通りとする。

５．Ｂ７１ ホームライナー２９８３Ｆは乗客も少ないので名古屋～関ヶ原の運転を大垣

止まりにすること。

回答：現行の通りとする。

６．Ｂ５８Ｗ 名古屋１７：０５の１９１Ｆで岐阜、１１１０Ｆで岡崎、１１１９Ｆで岐

阜、１１３８Ｆで名古屋まで約４時間３０分の連続乗務なるので体調を考え段落ちに

すること。

回答：現行の通りとする。

７．Ｂ６９Ｗ ５：０８の出区で１０６Ｆ豊橋、便２１１１Ｆ名古屋、２５０８Ｆ豊橋、

２５１７Ｆで大垣着が１２：０１、起きてから乗務時間が長いので２５１７Ｆの乗務

止めて、段落ちすること。

回答：現行の通りとする。

８．Ｂ７７Ｗ 翌日の回３０１Ｆ（５：１８）出区から、回１３７Ｆ（１１：５９）入区

まで５時起きの１２時終了と起床してからの乗務時間が長いので体調を考え見直すこ

と。

回答：現行の通りとする。

９．Ｂ８７Ｗ 豊橋から１１２５Ｆ岐阜、１１１４Ｆ豊橋と連続乗務時間が４時間を超え

るので体調を考え段落ちにすること。

回答：現行の通りとする。

．Ｂ９１Ｗ 豊橋から１１１７Ｆ岐阜、１１３６Ｆ豊橋と連続乗務時間が４時間を超え10
るので体調を考え段落ちにすること。

回答：現行の通りとする。
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．Ｂ５４Ｗ 訓練指定は止めること。11
回答：現行の通りとする。

．Ｂ５６ＷＦＳＨ、Ｂ６１ＷＦＳＨ、Ｂ７１ＷＦＳＨの岡崎駅泊まりは、睡眠時間少な12
いため睡眠不足となり運転の集中力が低下して安全性が削がれるので、６時間以上の

睡眠時間を確保すること。

回答：現行の通りとする。

大垣運輸区 車掌

１．次の行路は出勤が早いので１０時以降の出勤に改善すること。

Ｃ１、Ｃ３、Ｃ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ１５、Ｃ２１、Ｃ２２、Ｃ２４、Ｃ２６、

Ｃ３１、Ｃ３７

回答：現行の通りとする。

２．Ｃ１３ 大垣２１１４Ｆで豊橋、２３５３Ｆで米原までの３時間４４分の連続乗務と

翌日、米原２３０８Ｆで豊橋、２３０７Ｆで大垣の４時間７分の連続乗務は体調を考

え改善すること。

回答：現行の通りとする。

３．Ｃ１４ 西小坂井、便回３０２Ｆで豊橋、１２３Ｆで岐阜、１４０Ｆで名古屋までの

３時間２７分の連続乗務は体調を考えて改善すること。

回答：現行の通りとする。

４．Ｃ１５ 夕食時間がないので夕食時間を確保すること。

回答：必要な時間は確保している。

５．Ｃ２１ １２２７Ｆから１２２６Ｆは美濃赤坂での折り返し時間が５分なので１０分

確保すること。

回答：必要な時間は確保している。

６．Ｃ２２ 大垣２５３４Ｆで豊橋、２３４１Ｆで名古屋まで２時間３２分の連続乗務は

体調を考え見直すこと。

回答：回答保留

７．Ｃ２２ ２５３４Ｆ豊橋での２３４１Ｆへの折り返し時間が５分なので１０分以上の

折り返し時間を確保すること。

回答：回答保留

８．Ｃ２３ １９０Ｆの岡崎折り返し１９９Ｆは３分なので１０分以上の折り返し時間を

確保すること。

回答：必要な時間は確保している。

９．Ｃ２３ 名古屋１９０Ｆで岡崎、１９９Ｆで岐阜、１１１８Ｆで名古屋までの３時間

以上の連続乗務と大垣２３０６Ｆで豊橋、２５１１Ｆで大垣の３時間以上連続乗務は

体調を考えて見直すこと。

回答：現行の通りとする。

．Ｃ２３ ２３０６Ｆ豊橋折り返し２５１１Ｆは折り返し時間７分、Ｃ２５ ２５２２10
Ｆ豊橋折り返し２５３１Ｆは折り返し時間が７分、２３４６Ｆ豊橋折り返し２３４５

Ｆは折り返し時間４分なので１０分以上の折り返し時間を確保すること。
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回答：必要な時間は確保している。

．Ｃ３１ 大垣２３５４Ｆで豊橋、２１３５Ｆ大垣は３時間以上の連続乗務になるので11
体調を考え見直すこと。

回答：現行の通りとする。

．Ｃ３２ 名古屋１１２９Ｆで岐阜、１１４８Ｆで豊橋は約３時間の連続乗務となるの12
で体調を考えて見直すこと。

回答：現行の通りとする。

．Ｃ３３ 名古屋から２１０８Ｆで豊橋、２３５１Ｆで米原までの３時間以上の連続乗13
務は体調を考えて見直すこと。

回答：現行の通りとする。

．Ｃ３４ 豊橋１１９Ｆで岐阜、１３６Ｆで名古屋は約３時間の連続乗務となるので体14
調を考えて見直すこと。

回答：回答保留

．Ｃ３７ 豊橋１８５Ｆで岐阜、１１０２Ｆで名古屋は約３時間の連続乗務となるので15
体調を考え見直すこと。

回答：回答保留

神領運輸区

１．Ｂ９６Ｗ １３７Ｍ併合作業を開始１２：１０で発車１２：１６は時間が短いので増

やす様に見直すこと。

回答：必要な時間は確保している。

２．Ｂ７１ ２７３５Ｍ併合作業、作業開始１５：３７で発車１５：４６は併合作業後６

両を移動してブレーキ試験を行うため時間が僅少である。作業時間を見直すこと。

回答：必要な時間は確保している。

３．Ｂ６２ 明けでの訓練指定、午後は止めること。

回答：現行の通りとする。

４．Ｂ８４ＷＦ 勤務が８：００～２０：２０なので２０：００前の終了にすること。

回答：現行の通りとする。

５．Ｂ８８ 仮眠時間が４時間程度で勤務終了が１２時なので健康・安全上問題があるの

で見直すこと。

回答：現行の通りとする。

６．Ｂ９１ １８２５Ｍ高蔵寺～多治見間の運転時分が短いので改善すること。

回答：現行の通りとする。

７．Ｂ９２ＷＦ ６４５Ｍから２６１０Ｍ、１７５Ｍ～１９２Ｍは通勤時間帯で常時遅れ

が出ているが、折り返し時間が４分しかないので見直すこと。

回答：必要な時間は確保している。

８．Ｂ９２ＳＨ 名両区での点呼時、近鉄線の踏切で止められる事が頻繁にあり、そのた

め点呼時間に間に合わない事があるので、余裕のある点呼時間に見直すこと。

回答：必要な時間は確保している。

９．Ｂ９５Ｈ ５７６３Ｍ中津川着後、１時間ほど待ってから５７６９Ｍ出区点検後に併
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合作業があが５７６９Ｍと作業を持ち替えること。

回答：現行の通りとする。

．９７ＷＨは翌朝の点呼時間が４：４８で勤務終了が１２：４０と遅いので健康・安全10
上問題があるので見直すこと。

回答：現行の通りとする。

中津川運輸区

１．Ｂ１１ １８５７Ｍ～１８５６Ｍ南木曽の折り返し時間が７分なので１０分以上に見

直すこと。

回答：現行の通りとする。

２．Ｂ１８ １８６１Ｍ～１８６０Ｍ坂下の折り返し時間が７分１５秒なので１０分以上

に見直すこと。

回答：現行の通りとする。

３．Ｂ２６ １８５５Ｍ～１８５４Ｍ坂下折り返し時間が９分４５秒なので１０分以上に

見直すこと

回答：現行の通りとする。

４．Ｂ２２ 前日ワンマンで中津川～塩尻２往復して疲れがあるのでアケの行路を早い終

了行路に見直すこと。

回答：現行の通りとする。

豊橋運輸区

１．Ｂ５４ 夕食をとる時間が無いので行路を持ち替えて夕食時間を確保すること。

回答：必要な時間は確保している。

２．Ｂ６３ ６：３３点呼から勤務終了１３：３８まで労外が３分しかないので見直すこ

と。

回答：現行の通りとする。

３．Ｂ６５ ５００Ｇ～４１８Ｇまでの連続作業は集中力が落ちやすいので４１１Ｇ～４

１８Ｇを４２９Ｇの前にして５１４Ｇ乗り継ぎで終了となるように見直すこと。

回答：現行の通りとする。

４．Ｂ６７ 朝８：０７の出勤で夜０：２５の点呼までは長すぎるので他行路と列車の持

ち替えを行い改善すること。

回答：現行の通りとする。

５．Ｂ５１ ５５３Ｍの入れ換えと伊那松島のＢ５４ ５４８Ｍの入れ換えと持ち替える

こと。

回答：現行の通りとする。

伊那松島運輸区

１．車掌のワンマン列車便乗はツーマンとして（乗車券販売）扱いとすること。

回答：現行の通りとする。

２．同じ区間で運転時分が大きく変わるので統一すること。



- 7 -

回答：その様な考えはない。

３．ＩＣカードは使用できない事を大きく広報すること。

回答：周知は行っている。

４．Ｂ５５ 伊那松島駅１４１７Ｍ据え付け後のドア扱いは全車とすること。

回答：現行の通りとする。

５．Ｂ６１ 天竜峡上り１番、２２１Ｍとなる留置車はパン上げのままとすること。

回答：現行の通りとする。

【主なやりとり】

組合：回答を受けたが何一つ改善されていない。真摯に検討したのか。

会社：真摯に検討したが、このようになった。

組合：現行の睡眠時間について、会社は十分と考えるのか。基準はあるのか。

会社：特に基準を語るつもりはない。乗務員が疲れない必要な時間を確保している。

組合：必要な時間とする具体的な数値、目安を示せ。

会社：目安は明らかにしない。

組合：以前は目安を明らかにしていた。各職場からの改善要求の多くは明けでの長時間労

働の改善である。それだけ、明け業務は疲労度が高い。

会社：配慮はしている。

組合：現在、概ね平均労働時間７時間１０分程度で交番作成されているが、７時間にして

要員を増やせば、問題は解決する。

会社：そのような考えはない。

組合：拘束時間２４時間を越える行路が増えている。以前は、運転士行路は２４時間を超

える行路は作成されなかった。

会社：列車体系、労働時間の確保等、困難である。

組合：乗組みによって業務の軽重があるので平均化すること。労働時間の算出はＷ行路で

しているのか。

会社：大きな差は無いと思う。Ｗ行路で算出してバランスは取れている。

組合：ＡＴＳ要注意駅、地上子増設について、適宜・適切に対応していると回答されたが

具体的に示せ。

会社：出発側分岐器がメインで約３００箇所である。

組合：出発信号機停止現示での要注意駅は将来的に解消されるのか。

会社：優先順位をつけて地上子を増設している。確約は出来ない。

組合：会社が無くすと云う方向を出さないと無くならないではないか。

会社：会社も限られた予算の中でやっている。

組合：安全に対する更なる投資を行うこと。大垣運輸区の１項目、名古屋駅での出区点検

は危険である。どの様に指導している。

会社：貨物列車の通過時刻を周知して注意喚起している。

組合：不安全行動である。下回り点検させてはならない。現場を指導すべきだ。

組合：神領運輸区の８項目、名古屋駅から名古屋車両区への徒歩時間であるが、近鉄線踏

切に止められ点呼に間に合わない事が発生している。実情にあっていない、調査し
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見直すこと。

会社：意見があったことは伺っておく。

組合：ワンマン列車での旅客対応は、駅の無人化により運転士の集中している。ＩＣ乗車

券エリア拡大、精算はバスのようには出来ないのか。

会社：エリア拡大も他会社との関係もあり簡単ではない。現行のままとする。

組合：ワンマン列車でのＩＣ乗車券対応だが１０分以上遅れが発生する場合には後日、駅

対応となっている。後日対応が出来るのであれば、最初からすべてその扱いにすべ

きだ。

会社：現行のとおりとする。

組合：議論をしてきたが前向きな回答が無く、とても承服できる内容ではない。効率のみ

を追求するのではなく、現場社員の声を聞き入れ希望と魅力のある乗務労働にして

いくべきである。今日の議論と職場からの声が次期ダイヤ改正に反映することを要

望する。

以 上


